
　１月に入り、雪が舞う日や、水溜まりに氷が張るようになり、ようやく冬らしくなったと感じる
今日この頃。真冬の暖かい日はありがたいですが、暖冬と言うワードは地球温暖化が進んでいる事
を実感し、複雑な気持ちになります。冬は冬らしく寒い日が恋しくなるものだと感じるようになり
ました。コロナウィルスの第10波やインフルエンザが流行しています。引き続き感染対策に努め、
自分の免疫力を上げ感染しない体を作り、この冬を乗り越えましょう。

「人としての尊厳」と「自分らしさ」を根源に、
　住み慣れた土地での生き生きとした暮らしへの復帰を支援します。
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看護研究学会看護研究学会 看護師　吉田真理　打桐佳依
　令和６年２月10日に成田記念病院にて「第38回看護

研究学会　新たな時代への挑戦～みんなでつくる看護

～」が開かれました。当院からも患者様、ご家族様の

ご理解の下、日々の臨床の中で挑戦してきた内容にて

「回復期リハビリテーション病棟における看護師の栄

養管理の実践～患者の『口から食べたい』思いを支え

る～」というテーマで発表する機会を頂きました。超

高齢社会の現在、入院患者様の多くに低栄養などの栄

養障害を認めます。リハビリテーション治療で高い効

果をあげるために、土台となる身体作りが肝心です。

当院では患者様、ご家族様の思いに寄り添い、多職種

で栄養管理を実践しています。栄養状態が改善し、日

常生活動作が向上することで、住み慣れた地域への復

帰を支援できるよう、今後も臨床業務に邁進していく

次第です。

公開講座公開講座 理学療法士　中村勇太　作業療法士　齋藤英彰
 昨年11月に豊橋創造大学で地域の方に毎日を健康で

過ごすために学ぶ公開講座で講演しました。昨年５月

にコロナウイルスが第5類に分類され、今までのよう

に外出する機会が増えてきたと思います。今回は「元

の生活を取り戻そう～コロナ第５類を迎えて～」をテ

ーマにアフターコロナを健康に過ごす為のポイントに

ついて講演しました。

　外出する機会が減ると身体には様々な影響がありま

す。自宅の中での生活では十分に身体を動かす事は出

来ないため、体力が低下してしまい足腰が弱くなって

しまいます。また、人と接する機会が減り記憶力が低

下してしまうこともあります。そうした事が続くと

「フレイル」という状態になる可能性があります。フ

レイルとは加齢によって心身が老い衰え、社会との繋

がりが減少しておこる状態をいいます。こうした状態

から今までと同じような生活に戻るためには適度な運

動が必要です。特別な運動は必要ではなく、椅子から

の立ち上がりやウォーキング（散歩）などで効果を得

る事が出来ます。大切なことは日々の生活で継続して

行うことです。皆さんも自分に合った方法で無理をせ

ずに運動を継続して行うことを目標に実践してみて下

さい。

　私の趣味はお菓子・パン作りです。甘いものが好きでお
店で購入したり、簡単なレシピがあれば休日に作っていま
す。職場の方の勧めもあり最近では手ごねでパン作りに挑
戦しています。機械を使わない分時間や手間はかかります
が、バターの香りと焼きたてのパンを食べることができ満
足しています。まだ難しい種類のパンには挑戦できていま
せんが、継続して、誰からも「美味しい」と言ってもらえ
れるようなパンを作れるよう頑張りたいです。

　私の趣味は「己書」です。己書とは、名前の如く自分だけ
の字を筆ペンで描く。そこに絵の具等で絵を添えたりします。
字や絵に自信がなくても大丈夫です。仕事帰りに道場に行き、
集中して夢中になって描く。仕事の疲れも吹っ飛ぶくらい楽
しいです。昨年12月に念願の師範の称号も頂きました。筆で

描くことは脳にも良いとされているため、リハビ
リや老人施設、色んな人にこの楽しさを知って頂
いて、笑顔の伝導人になることが私の夢です。

僕・私の僕・私の

趣　味 看護師
倉橋 峻吾

事務員
内藤 実穂子

vol.

住み慣れた土地で  生き生きとした暮らし

DAI2 NARITA
MEMORIAL
HOSPITAL

2024 FEBRUARY 29


